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①「限度額適用認定証」または②「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは、

病院に支払う医療費自己負担額の限度額を、病院の窓口で確認するためのものです。

資格確認書と合わせて病院に提出することで、窓口負担額が自己負担限度額までと

なり、医療費が高額になった場合でも、一時的に立て替える必要がなくなる大変便

利な証となっています。 

 また、②の認定証については、町民税が非課税世帯の方に発行する証で、併せて

入院時の食事代も減額することができる証です。 

 なお、以下の点にご注意ください。 

 

（１）①・②の認定証については申請により交付します。申請の際は、資格確認書、

個人番号（マイナンバー）がわかるものをお持ちください。有効期限は発行日

に関わらず７月３１日までです。 

（２）同じ月で複数の病院を受診した場合、各医療機関で支払った自己負担額の合

計が、月の限度額よりも多くなる場合があります。その際は高額療養費に該当

する場合もありますので、国保医療係までご相談ください。 

（３）７０歳以上の自己負担割合が２割で町民税課税世帯（一般世帯）に該当する

世帯は、保険証で限度額を確認しますので、上記の認定証は必要ありません。 

 

  

～ 限度額適用（・標準負担額減額）認定証について ～ 

（裏面につづく） 

マイナ保険証を利用すれば、上記の限度額適用認定証の申請手続きをしな

くても確認が可能なため、高額療養費制度における限度額を超える支払いが

免除されます。マイナ保険証をご利用ください。 

マイナ保険証をご利用ください 



【 国保医療係からのお知らせ 】 

 

 血圧とは、心臓から送り出される血液が動脈を流れる際に血管の内側にかかる圧

力の数値で、正常血圧は「120/80mmHg未満」とされています。血圧が高い状

態が続くと、次第に血管の柔軟性が失われ、硬く、もろくなり動脈硬化が起こりま

す。動脈硬化は自覚症状のないまま進行し、脳卒中や心筋梗塞などの発症リスクが

非常に高くなります。 

 高血圧の原因は、①肥満、②喫煙、③運動不足、④野菜・果物の摂取不足等があ

りますが、特に日本人に見られる原因の多くは塩分の摂りすぎです。これらを解消

することで予防につながりますが、特に食事では、減塩及びバランスの良い食生活

を心がけることが重要です。 

 生活習慣病を予防するためには「自分の健康状態を知る」ことが大切です。１年

に１度は健康診査を受け、安心で健康的な生活を続けましょう。 

 7月７日～１１日までの５日間、保健センターにおいて特定健診（集団健診）とがん

検診を実施します。申し込みをされている方は忘れずに受診をお願いします。（詳細に

ついては、保健センターから別に送付されている案内文書をご覧ください） 

 また、引き続き個別健診も実施していますので、かかりつけ病院での受診等を希望さ

れる場合は、５月末に国保医療係から送付しました緑色の封筒に入った「受診券（緑色）」

（※）をお持ちの上、医療機関へ申し込みされますようお願いします。 

※７月及び１０月の集団健診を申し込まれた方には、５月末にはお送りせず、健診

の案内時に同封しています。 

【お問い合わせ先】 

保健福祉課 国保医療係  電話：８５－４８０４（直通） 

保健センター 電話：８５－２５５５ 
 






